
NPO法人レスパイトハウス・ハンズの

「一関じもっと基金」とNPO法人やませ

デザイン会議の「北三陸じもっと基金」

では、能登半島地震の被災地の早期

復旧と復興を応援するため、令和６年

１月15日～２月29日の期間で連携し

た緊急募金活動を行い、２基金合計

で３０万円の寄付をいただきました。

集まった寄付金は、①石川県輪島

市 で 避 難 所 支 援 等 を 行 う 「 輪 島

KABULET�(社会福祉法人 佛子園)」

と、②石川県加賀市で親子支援(二

次避難所含む)を行う「ＮＰＯ法人かも

ママ」に１５万円ずつ寄付することと致

しました。詳しくは下記まで。

ideaニュースレター「イデア」

2024.４
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「高倉小学校発祥之地」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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一関市を拠点に活動する「スポーツ

チャンバラ一関支部」では、一緒にス

ポーツチャンバラ(通称：スポチャン)を

楽しむ仲間を募集しています。現在の

会員は５歳～40代ですが、会員の年

齢、性別、居住地等は不問です。スポ

チャンで使用する道具(エアーソフト剣、

ヘッドカバーなど)は貸し出しするほか、

インストラクターが丁寧に教えるので未

経験者でも気軽に参加できます。見

学のみの参加も可。詳しくは下記まで。

いちのせき若者サポートステーション(通

称：いちサポ)では、就職活動を希望する

15歳～49歳までを対象に、就職に関する

悩みや不安、「就職活動の準備を、何から

始めたら良いのかわからない」などの相談

に応じています。履歴書(志望動機)の書き

方、面接練習などに個別に対応するほか、

コミュニケーションセミナーなどの各種講座、

企業見学・体験等も実施しており、一人ひ

とりの状況に応じてサポートします。詳しくは

下記まで。

NPO法人は、毎事業年度終了から３

か月以内に前事業年度の事業報告を

所轄庁(※)に提出する必要があります。

報告書の提出がない法人については、

特定非営利活動促進法に基づき、過

料が課される場合があります。また、３

年以上にわたって提出が行われない

場合は、NPO法人の認証が取り消され

ることがありますので、ご注意ください。

NPO法人に関するご相談等について

は、下記までお問合せください。

※一関市にのみ事務所を設けている

場合の所轄庁は一関市役所まちづくり

推進課です。

株式会社奈々ホーム

「NANAレンタルスペース」

情報

スポーツチャンバラ一関支部

会員募集中

募集

「花の駅せんまや軽トラ市」

再開予定のお知らせ

情報

情報

「能登半島地震応援募金」

寄付先決定のお知らせ

情報

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 53803 -66 24583 2

花泉 11776 -33 4677 1

川崎 3190 0 1269 1

千厩 9653 -27 4075 -6

大東 11692 -19 4873 -5

東山 5782 -15 2268 -4

室根 4318 -15 1794 -5

藤沢 6971 -22 2772 -6

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 107185 -197

世帯数 46311 -22

出生数 26 -2

2024年３３３３月月月月１１１１日日日日付

(2024年２月29日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

厚生労働省認定事業

「いちサポ就労相談」

対象対象対象対象：１５歳～４９歳までの求職者、通信

制・定時制に通う学生及び家族など

相談料相談料相談料相談料：無料(要予約)

予約受付時間予約受付時間予約受付時間予約受付時間：平日９時３０分～１６時

問合問合問合問合：０１９１-４８-４４６７

(いちのせき若者サポートステーション)

本誌「企業紹介」で紹介した「㈱

奈々ホーム」では、事務所に「NANAレ

ンタルスペース」を併設し、サークル活

動や会議、定期的な利用(教室)、住

民交流の場等として貸し出しています。

広さは14.5帖(47.85㎡)で、断熱が施

され冬でも暖かく、快適に利用すること

ができます。貸し出し条件や空き状況

はＨＰまたは右記ＱＲコー

ドからご確認ください。

詳しくは下記まで。

ＮＰＯ法人のみなさんへ

事業報告書の提出について

情報

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００(「一関じもっと基

金」事務局(いちのせき市民活動センター))

１｜二言三言｜ 一関市教育委員会 学校教育課 (前編)

３｜団体紹介｜ いちのせきハラミ焼なじょったべ隊

５｜地域紹介｜ 曽慶１区自治会 （大東）

７｜企業紹介｜ 株式会社奈々ホーム （一関）

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㊺ 看板を背負うのは時代遅れなのか？

９｜センターの自由研究｜ 地名の謎ファイル№10 「関」と「堰」

今月の表紙

一関市厳美町字小河原町地内の磐井川にあるこの施設は「大〆切(お

おしめきり)頭首工」と呼ばれます。河川から農業用水を用水路に引き入

れるための施設(頭首工)です。写真向かって右側、右奥に延びる水路が

照井堰(手前は魚道)。左側では同様に大江堰への取水を行い、合わせ

て約１１００ha（東京ドーム約２７５個分）の田を潤しています。 (自由研究)

冬期休業していた「花の駅せんまや

軽トラ市(主催：清田親交会・小梨自

治振興協議会)」は令和６年度の開催

を４月から再開予定(毎月第３日曜

日)です。

荷台いっぱいに地元で採れた野菜

や特産品などを積んだ軽トラが並びま

す。出店者も随時募集中。詳しくは下

記まで。

日時日時日時日時：４月～１２月の第３日曜日

９時～１２時

※４月は４月２１日(日)

場所場所場所場所：「花の駅せんまや」駐車場内

(一関市千厩町清田字境)

料金料金料金料金：入場無料

問合問合問合問合:０９０-３７５８-０４６９

(清田親交会事務局・千葉)

利用料金利用料金利用料金利用料金：５００円/時間

利用可能日時利用可能日時利用可能日時利用可能日時：月・火・木・金・土曜日の

９時～１７時(予約制)

ＨＰＨＰＨＰＨＰ：https://nana-rental-space-

ichinoseki.jimdofree.com/

問合問合問合問合：０１９１-７８-２８７５

(株式会社奈々ホーム)

相談相談相談相談：０１９１‐２６‐６４００

(いちのせき市民活動センター)

活動日時活動日時活動日時活動日時：毎週土曜日 １８時～２０時

場所場所場所場所：一関市立山目小学校体育館

※３月～４月は一関市山目市民センター

会費会費会費会費：〈個人〉 ５００円/月

問合問合問合問合：０９０-１３７８-０７１４(下河原)

〈家族〉 １,０００円/月※３人以上条件



地域の「気になる人」を対談でご紹介
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予

定

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

こ

の

４

月

か

ら

、

市

内

の

小

・

中

学

校

全

て

に

設

置

で

す

か

！

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

は

い

、

全

35

校

に

設

置

さ

れ

る

予

定

で

す

。

小

・

中

学

校

で

一

つ

の

協

議

会

を

設

置

す

る

地

域

も

あ

り

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

協

議

会

は

誰

が

ど

の

よ

う

な

人

選

で

設

置

す

る

ん

で

す

か

？

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

協

議

会

自

体

は

教

育

委

員

会

の

設

置

で

す

が

、

人

選

は

校

長

先

生

が

行

い

ま

す

。

学

校

評

議

員

制

度

が

１

校

あ

た

り

５

人

以

内

だ

っ

た

の

に

対

し

、

協

議

会

で

は

１

協

議

会

あ

た

り

15

人

以

内

と

、

地

域

住

民

の

参

加

が

非

常

に

増

え

て

い

ま

す

。

た

だ

、

最

初

か

ら

15

人

に

設

定

せ

ず

、

議

論

を

重

ね

る

中

で

「

こ

う

い

う

立

場

の

人

が

委

員

に

い

る

と

良

い

ね

」

と

い

う

時

に

対

応

で

き

る

よ

う

に

す

る

た

め

、

最

大

数

に

は

し

な

い

学

校

も

多

い

よ

う

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

統

合

に

よ

り

広

域

化

し

た

学

校

だ

と

、

人

選

の

地

域

バ

ラ

ン

ス

な

ど

、

学

校

側

も

悩

ま

し

い

の

で

は

。

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

地

域

協

働

体

の

代

表

者

な

ど

が

委

員

に

な

っ

て

い

る

地

域

も

あ

れ

ば

、

当

該

地

域

の

区

長

な

ど

が

中

心

の

地

域

も

あ

り

ま

す

。

対

象

者

は

「

対

象

学

校

の

所

在

す

る

地

域

の

住

民

」

「

対

象

学

校

に

在

籍

す

る

生

徒

、

児

童

の

保

護

者

」

「

地

域

学

校

協

働

活

動

推

進

員

そ

の

他

の

対

象

学

校

の

運

営

に

資

す

る

活

動

を

行

う

者

」

「

そ

の

他

当

該

教

育

委

員

会

が

必

要

と

認

め

る

者

」

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

地

域

に

暮

ら

す

人

で

あ

れ

ば

、

対

象

に

な

り

う

る

よ

う

で

す

が

、

協

議

会

で

は

何

を

議

論

す

る

の

で

し

ょ

う

か

？

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

協

議

会

設

置

の

目

的

は

、

保

護

者

や

地

域

住

民

の

声

を

積

極

的

に

生

か

し

て

、

学

校

と

地

域

が

一

体

と

な

っ

て

地

域

の

特

色

あ

る

学

校

づ

く

り

を

進

め

る

こ

と

で

す

。

そ

の

た

め

に

、

校

長

は

学

校

運

営

の

基

本

方

針

を

作

成

し

、

協

議

会

に

「

承

認

」

を

得

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

定

め

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

学

校

運

営

に

地

域

住

民

も

関

わ

っ

て

い

く

、

と

い

う

こ

と

？

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

た

だ

意

見

を

す

る

だ

け

で

な

く

、

そ

の

方

針

を

進

め

る

た

め

に

、

一

緒

に

協

力

し

て

取

り

組

ん

で

い

き

ま

し

ょ

う

と

い

う

も

の

で

す

。

先

行

し

て

設

置

し

て

い

る

学

校

で

は

、

登

下

校

見

守

り

隊

さ

ん

と

の

交

流

、

地

域

ぐ

る

み

の

挨

拶

運

動

の

展

開

、

伝

統

芸

能

や

畑

作

等

体

験

活

動

の

講

師

紹

介

な

ど

、

委

員

の

み

な

さ

ま

か

ら

ご

意

見

を

い

た

だ

き

な

が

ら

進

め

て

い

る

よ

う

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

地

域

住

民

に

講

師

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

な

ど

を

募

る

役

目

も

、

委

員

が

担

う

の

で

す

か

？

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

委

員

さ

ん

が

担

う

場

合

も

あ

り

ま

す

し

、

別

の

事

業

を

活

用

し

て

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

本

部

の

よ

う

な

機

能

を

持

ち

合

わ

せ

た

地

域

も

あ

り

ま

す

。

例

え

ば

室

根

地

域

は

室

根

村

時

代

か

ら

「

学

校

支

援

地

域

本

部

」

と

い

う

も

の

を

設

置

し

て

お

り

、

「

地

域

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

」

と

い

う

役

割

の

方

が

、

学

校

の

求

め

る

人

材

と

地

域

住

民

と

を

マ

ッ

チ

ン

グ

さ

せ

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

は

社

会

教

育

部

局

の

事

業

な

の

で

、

教

育

委

員

会

の

管

轄

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

協

議

会

と

連

携

し

て

い

る

事

例

は

他

に

も

複

数

あ

り

ま

す

し

、

地

域

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

が

協

議

会

の

委

員

等

に

入

る

ケ

ー

ス

も

あ

り

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

な

る

ほ

ど

。

ち

な

み

に

、

教

育

振

興

運

動

と

の

関

係

は

ど

う

な

っ

て

い

き

そ

う

で

す

か

。

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

教

育

振

興

運

動

の

本

来

の

目

的

は

、

学

校

、

家

庭

、

住

民

等

が

総

ぐ

る

み

で

地

域

の

教

育

課

題

の

解

決

を

図

っ

て

い

く

こ

と

で

あ

り

、

現

在

は

ま

ち

づ

く

り

推

進

部

が

担

当

し

て

い

ま

す

。

家

庭

環

境

を

５

者

(

子

ど

も

、

親

、

教

師

、

地

域

、

行

政

)

の

連

携

で

向

上

さ

せ

て

い

く

も

の

で

あ

り

、

保

健

衛

生

的

な

取

組

が

主

だ

っ

た

時

代

も

あ

り

ま

す

。

岩

手

県

と

し

て

は

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

・

ス

ク

ー

ル

(

＝

協

議

会

の

設

置

)

と

並

行

し

て

今

後

も

進

め

て

い

き

ま

し

ょ

う

と

い

う

取

り

組

み

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

確

か

に

今

、

一

見

普

通

に

見

え

て

も

、

実

は

生

活

困

窮

世

帯

で

、

家

庭

環

境

が

ひ

ど

い

と

い

う

子

が

少

な

か

ら

ず

い

ま

す

。

教

育

振

興

運

動

も

、

平

等

教

育

の

原

点

に

立

ち

返

る

こ

と

が

必

要

か

も

し

れ

ま

せ

ん

ね

。

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

・

ス

ク

ー

ル

も

、

一

見

す

る

と

地

域

住

民

と

学

校

と

の

組

織

で

あ

り

、

子

ど

も

が

見

え

に

く

い

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

で

も

、

中

心

に

あ

る

べ

き

は

子

ど

も

で

あ

り

、

子

ど

も

の

自

立

を

促

し

た

り

、

子

ど

も

が

こ

の

土

地

で

過

ご

す

こ

と

の

意

味

を

、

そ

の

土

地

の

大

人

み

ん

な

で

考

え

て

い

き

た

い

と

考

え

ま

す

。

目

指

す

子

ど

も

の

姿

を

実

現

す

る

た

め

の

教

育

方

針

を

学

校

が

打

ち

出

し

、

協

議

会

で

地

域

か

ら

の

承

認

を

得

て

、

地

域

全

体

で

そ

こ

に

向

か

っ

て

進

め

て

い

く

。

そ

れ

が

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

・

ス

ク

ー

ル

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

学

校

統

合

に

よ

っ

て

郷

土

芸

能

や

地

域

の

歴

史

継

承

な

ど

、

取

り

組

み

が

難

し

く

な

っ

た

と

い

う

声

も

聞

き

ま

す

が

、

そ

う

い

う

内

容

こ

そ

、

協

議

会

の

議

論

の

中

心

に

な

る

べ

き

部

分

な

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

ね

。

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

学

校

教

育

課

地

域

の

文

化

的

行

事

に

学

校

と

し

て

協

力

す

る

の

は

難

し

い

こ

と

も

多

い

で

す

が

、

地

域

の

人

が

学

校

に

来

て

「

こ

ん

な

行

事

が

あ

る

よ

」

と

、

子

ど

も

た

ち

に

説

明

す

る

時

間

を

と

る

な

ど

、

道

筋

は

様

々

あ

る

か

と

…
…

。

協

議

会

で

そ

ん

な

提

案

も

あ

る

と

良

い

で

す

ね

。

２

/ 107,185

二言

三言

「学校」と「地域」の「これから」「学校」と「地域」の「これから」「学校」と「地域」の「これから」「学校」と「地域」の「これから」

～コミュニティ～コミュニティ～コミュニティ～コミュニティ・・・・スクールと地域部活動スクールと地域部活動スクールと地域部活動スクールと地域部活動【【【【前前前前編編編編】】】】～～～～

一関市教育委員会 学校教育課 ×××× いちのせき市民活動センター センター長 小野寺浩樹

※１ 平成29年４月１日施行(平成29年３月31日一部改正)

※２ 一関小学校、弥栄小学校、舞川小学校、舞川中学校、大東小学校、大東中学校、東山小学校、室根小学校、室根中学校

※３ 「学校支援活動事業」として、当市ではいきがいづくり課が所管。教育活動支援、環境整備支援、学校安全支援の大きく３分野にて、学校の求めと地

域の力(人材)をマッチングする。令和５年度は12校(一関小学校、滝沢小学校、南小学校、大原小学校、大東小学校、興田小学校、猿沢小学校、大東中学校、

東山小学校、東山中学校、室根小学校、室根中学校)に設置。

一関市教育委員会は、地域の公共事務のうち教育

に関する事務を管理、執行する機関で、教育長及び

４人の委員により組織される。その権限に属する事

務を処理させるため、事務局を置いている。現行の

「一関市教育振興基本計画」における基本目標は

「学びの風土を礎に 心豊かにたくましく 郷土の

誇りを未来につなぐ 一関の人づくり」。

※

１

※

２

※

３

一関市教育委員会

学校教育課

【

後

編

(

地

域

部

活

動

)

に

つ

づ

く

】
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一関市立東山小学校の学校運営支援協議会の様子(令和４年度)



TEL 0191-64-3587(一関市室根市民センター)

左の写真：兵庫県明石市で開催された全国大会での集合

写真(令和元年)

に

は

「

愛

Ｂ

リ

ー

グ

」

へ

の

加

盟

が

必

要

で

、

そ

の

加

盟

に

は

様

々

な

条

件

が

。

営

利

を

求

め

な

い

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

団

体

で

あ

り

、

「

食

」

を

売

る

の

で

は

な

く

「

地

域

」

を

売

る

…
…

。

室

根

を

盛

り

上

げ

よ

う

と

活

動

し

て

い

た

若

者

た

ち

に

は

、

名

称

を

「

む

ろ

ね

」

に

す

る

か

「

い

ち

の

せ

き

」

に

す

る

か

の

葛

藤

が

あ

り

ま

し

た

が

、

検

討

を

重

ね

た

結

果

、

「

全

国

に

Ｐ

Ｒ

す

る

の

で

あ

れ

ば

『

い

ち

の

せ

き

』

の

方

が

良

い

の

で

は

」

と

、

「

い

ち

の

せ

き

」

を

選

択

し

、

広

い

一

関

市

を

Ｐ

Ｒ

し

て

い

く

こ

と

を

決

め

た

の

で

す

。

視

察

や

研

修

、

メ

ニ

ュ

ー

開

発

を

進

め

、

平

成

23

年

７

月

に

は

室

根

町

の

夏

ま

つ

り

に

て

無

料

試

食

会

を

実

施

。

同

年

９

月

に

愛

Ｂ

リ

ー

グ

へ

の

オ

ブ

ザ

ー

バ

ー

登

録

と

い

う

、

夢

へ

の

第

１

歩

を

果

た

し

ま

す

。

こ

の

登

録

と

と

も

に

、

青

年

ふ

れ

あ

い

塾

か

ら

独

立

し

、

な

じ

ょ

っ

た

べ

隊

を

結

成

。

震

災

復

興

の

機

運

も

あ

り

、

結

成

直

後

か

ら

イ

ベ

ン

ト

出

展

ラ

ッ

シ

ュ

状

態

と

な

っ

た

の

で

す

。

週

１

回

以

上

の

ペ

ー

ス

で

出

展

を

続

け

る

日

々

で

し

た

が

、

そ

の

活

動

実

績

が

認

め

ら

れ

、

平

成

25

年

、

北

海

道

・

東

北

支

部

会

員

に

な

る

と

、

同

年

９

月

、

「

北

海

道

・

東

北

Ｂ

‐

１

グ

ラ

ン

プ

リ

ｉ

ｎ

十

和

田

」

に

出

展

。

翌

年

に

は

本

部

加

盟

団

体

と

な

り

、

同

年

10

月

、

つ

い

に

夢

の

舞

台

「

Ｂ

‐

１

グ

ラ

ン

プ

リ

ｉ

ｎ

郡

山

」

へ

の

出

展

を

果

た

し

ま

す

。

全

国

大

会

規

模

だ

と

、

必

要

と

な

る

ス

タ

ッ

フ

は

50

人

以

上

(

大

会

コ

ン

セ

プ

ト

上

、

食

の

提

供

ス

タ

ッ

フ

と

同

等

数

の

地

域

Ｐ

Ｒ

ス

タ

ッ

フ

を

用

意

す

る

必

要

あ

り

)

。

出

展

２

か

月

前

か

ら

様

々

な

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

を

し

ま

す

。

ブ

ー

ス

内

レ

イ

ア

ウ

ト

の

検

討

時

に

活

躍

す

る

の

が

、

製

造

業

関

係

に

勤

め

る

メ

ン

バ

ー

。

効

率

の

良

い

動

線

や

作

業

手

順

な

ど

を

提

案

し

て

く

れ

ま

す

。

接

客

業

に

従

事

す

る

メ

ン

バ

ー

が

お

客

さ

ん

対

応

の

ノ

ウ

ハ

ウ

を

、

保

育

所

等

に

勤

め

る

メ

ン

バ

ー

が

地

域

Ｐ

Ｒ

の

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

を

検

討

す

る

な

ど

、

メ

ン

バ

ー

の

得

意

分

野

を

活

か

し

な

が

ら

、

通

算

４

回

の

全

国

大

会

出

展

を

こ

な

す

ま

で

に

成

長

し

ま

し

た

。

コ

ロ

ナ

禍

で

大

会

の

見

合

わ

せ

が

続

い

て

い

ま

し

た

が

、

目

的

が

「

ま

ち

お

こ

し

」

で

あ

る

以

上

、

「

今

の

体

制

で

で

き

る

こ

と

、

出

展

で

は

な

い

や

り

方

を

考

え

、

実

践

し

て

い

る

」

と

い

う

同

会

。

室

根

地

域

の

小

学

校

へ

の

出

前

授

業

は

５

年

以

上

続

い

て

お

り

「

ま

ち

づ

く

り

に

関

心

を

も

つ

き

っ

か

け

に

し

て

欲

し

い

。

い

ろ

ん

な

や

り

方

が

あ

っ

て

良

く

て

、

自

分

た

ち

は

そ

の

一

つ

に

す

ぎ

な

い

」

と

、

子

ど

も

た

ち

の

視

野

を

広

げ

る

一

助

を

担

い

ま

す

。

市

外

で

の

Ｐ

Ｒ

活

動

に

注

力

し

て

き

た

同

会

が

、

今

後

、

活

動

を

通

し

て

目

指

す

の

は

「

市

内

の

交

流

人

口

を

増

や

す

」

こ

と

。

旧

町

村

の

垣

根

を

超

え

、

互

い

に

交

流

し

、

Ｐ

Ｒ

し

合

え

る

よ

う

な

ま

ち

を

目

指

し

、

活

動

を

続

け

ま

す

。

星星星星 和行和行和行和行さんさんさんさん

２代目頭鶏として、出

展時はもちろん、出前

授業なども精力的にこ

なす傍ら、なじょった

べ隊の独立後も、青年

ふれあい塾では後進の

若者たちをサポート。

山本山本山本山本 郷郷郷郷さんさんさんさん

32歳でＵターンし、青

年ふれあい塾に参加。

愛Ｂリーグ支部会員に

なる際に「鶏総裁」と

いう役職を創設し、会

の顧問的な位置づけを

担っています。

１

羽

の

鶏

か

ら

約

20

ｇ

(

２

個

)

し

か

取

れ

な

い

希

少

部

位

「

鶏

ハ

ラ

ミ

」

。

玉

ね

ぎ

と

ニ

ン

ニ

ク

の

芽

と

と

も

に

味

噌

ベ

ー

ス

の

特

製

だ

れ

を

絡

め

て

鉄

板

で

焼

け

ば

、

コ

リ

コ

リ

と

し

た

食

感

と

甘

辛

い

味

付

け

が

ク

セ

に

な

る

「

い

ち

の

せ

き

ハ

ラ

ミ

焼

」

の

完

成

で

す

。

こ

の

ハ

ラ

ミ

焼

を

「

ご

当

地

グ

ル

メ

」

と

し

て

開

発

し

、

「

ご

当

地

グ

ル

メ

に

よ

る

ま

ち

お

こ

し

」

に

取

り

組

む

の

が

室

根

町

の

若

者

を

中

心

に

活

動

す

る

「

い

ち

の

せ

き

ハ

ラ

ミ

焼

な

じ

ょ

っ

た

べ

隊

」

で

す

。

室

根

公

民

館

(

現

一

関

市

室

根

市

民

セ

ン

タ

ー

)

で

は

平

成

３

年

よ

り

「

青

年

ふ

れ

あ

い

塾

」

と

題

し

、

青

年

層

向

け

の

社

会

教

育

事

業

に

取

り

組

ん

で

お

り

、

各

種

研

修

や

若

者

同

士

の

交

流

の

ほ

か

、

エ

コ

キ

ャ

ッ

プ

回

収

や

、

米

寿

を

迎

え

た

方

へ

記

念

品

の

贈

呈

な

ど

の

企

画

は

、

現

在

も

続

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

そ

ん

な

「

青

年

ふ

れ

あ

い

塾

」

の

中

で

平

成

21

年

、

話

題

に

あ

が

っ

た

の

が

、

当

時

全

国

的

に

注

目

が

高

ま

っ

て

い

た

「

Ｂ

‐

１

グ

ラ

ン

プ

リ

」

。

ご

当

地

グ

ル

メ

で

ま

ち

お

こ

し

を

行

う

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

団

体

に

よ

る

祭

典

で

す

。

「

Ｂ

‐

１

出

展

を

目

指

す

こ

と

で

、

地

域

に

何

か

貢

献

で

き

る

の

で

は

」

そ

ん

な

若

さ

ゆ

え

の

軽

い

ノ

リ

が

全

て

の

始

ま

り

で

し

た

。

「

ご

当

地

グ

ル

メ

」

を

掘

り

起

こ

す

た

め

、

青

年

ふ

れ

あ

い

塾

の

活

動

の

中

で

、

ま

ず

は

家

庭

料

理

を

各

自

が

持

ち

寄

る

こ

と

に

。

そ

の

中

の

一

つ

に

、

鶏

ハ

ラ

ミ

を

使

っ

た

料

理

が

あ

り

、

メ

ン

バ

ー

た

ち

が

注

目

。

当

時

、

鶏

ハ

ラ

ミ

の

認

知

度

は

低

く

、

鶏

肉

製

造

の

段

階

で

も

鶏

ガ

ラ

と

一

緒

に

さ

れ

て

い

た

の

で

す

が

、

「

昔

は

食

べ

て

い

た

ら

し

い

」

と

い

う

情

報

か

ら

、

調

理

し

て

み

た

と

こ

ろ

、

塾

生

の

間

で

も

高

評

価

。

「

か

つ

て

は

食

べ

ら

れ

て

い

た

料

理

の

復

活

」

と

い

う

文

脈

で

、

鶏

ハ

ラ

ミ

を

ご

当

地

グ

ル

メ

化

し

て

い

く

こ

と

に

な

っ

た

の

で

す

。

「

Ｂ

‐

１

グ

ラ

ン

プ

リ

」

へ

の

出

展

３４

団体

紹介

いちのせきハラミいちのせきハラミいちのせきハラミいちのせきハラミ焼焼焼焼なじょったべなじょったべなじょったべなじょったべ隊隊隊隊

「地域をもっと元気にしたい！」をモッ

トーに、「いちのせきハラミ焼」を通して、

一関を広く全国に紹介・宣伝し、一関の良

さを広めるべく活動中。関東支部(駅伝等、

室根に縁のある若者の集まり)会員、サ

ポートメンバーなども合わせると、約50人

ほどで活動(主要メンバーは13人)。

「「「「

地

域

地

域

地

域

地

域

をををを

元

気

元

気

元

気

元

気

にににに

！

」

！

」

！

」

！

」

を

モ

ッ

ト

ー

に

を

モ

ッ

ト

ー

に

を

モ

ッ

ト

ー

に

を

モ

ッ

ト

ー

に

は

じ

ま

り

は

若

者

た

ち

の

軽

い

ノ

リ

- Photo gallery -gallery -

あ

く

ま

で

も

あ

く

ま

で

も

あ

く

ま

で

も

あ

く

ま

で

も

「「「「

出

展

出

展

出

展

出

展

」」」」

Ｂ

‐

１

グ

ラ

ン

プ

リ

は

グ

ル

メ

イ

ベ

ン

ト

で

は

な

く

「

地

域

の

展

示

会

」

と

い

う

考

え

方

か

ら

「

出

展

」

と

表

記

。

市

内

の

名

所

も

紹

介

し

ま

す

。

出

前

授

業

出

前

授

業

出

前

授

業

出

前

授

業

「

地

域

学

習

」

の

講

師

と

し

て

、

ま

ち

お

こ

し

の

考

え

方

を

共

有

。

子

ど

も

た

ち

も

一

緒

に

鉄

板

で

ハ

ラ

ミ

焼

を

調

理

し

、

実

食

し

ま

す

。

「「「「

か

っ

こ

う

か

っ

こ

う

か

っ

こ

う

か

っ

こ

う

団

子

団

子

団

子

団

子

」」」」

方

式

方

式

方

式

方

式

「

地

域

を

売

る

」

た

め

に

編

み

出

し

た

の

が

、

か

っ

こ

う

団

子

方

式

で

の

提

供

。

来

場

者

を

楽

し

ま

せ

な

が

ら

「

一

関

」

を

Ｐ

Ｒ

し

ま

し

た

。

夜夜夜夜

なななな

夜夜夜夜

なななな

打打打打

ちちちち

合合合合

わ

せ

わ

せ

わ

せ

わ

せ

出

展

の

打

ち

合

わ

せ

は

仕

事

帰

り

の

夜

。

玉

ね

ぎ

カ

ッ

ト

等

、

食

材

の

下

準

備

は

地

域

の

他

団

体

に

委

託

す

る

な

ど

連

携

体

制

も

で

き

て

い

ま

す

。

Ｑ.活動を通じた今後の目標は？

鶏総裁鶏総裁鶏総裁鶏総裁 頭鶏頭鶏頭鶏頭鶏

「

ま

ち

お

こ

し

」

に

お

い

て

本

当

に

必

要

な

こ

と

と

は

やまもと あきら ほし かずゆき

Ａ.Ｂ-1グランプリを

一関で

Ａ.ワクワクする活動で

一関を楽しい街に‼

青

年

ふ

れ

あ

い

塾

か

ら

独

立

。

ま

ち

お

こ

し

団

体

へ

いちのせきハラミ焼なじょったべ隊



か

く

こ

う

や

っ

て

一

人

暮

ら

し

の

方

や

高

齢

者

が

集

ま

る

こ

と

が

で

き

た

の

だ

か

ら

、

体

操

だ

け

で

は

な

く

、

お

茶

会

や

お

楽

し

み

会

が

で

き

る

よ

う

な

サ

ロ

ン

を

立

ち

上

げ

て

は

ど

う

か

？

」

と

い

う

動

き

が

。

そ

こ

で

区

長

や

自

治

会

長

、

副

会

長

等

が

世

話

人

と

な

り

、

令

和

３

年

８

月

、

「

１

区

自

治

会

サ

ロ

ン

『

楽

々

』

」

を

立

ち

上

げ

ま

し

た

。

世

話

人

の

一

人

で

同

自

治

会

副

会

長

の

佐

藤

と

し

子

さ

ん

は

「

一

時

期

は

本

当

に

顔

の

見

え

な

い

状

況

が

続

き

、

そ

れ

ま

で

元

気

だ

っ

た

人

た

ち

も

な

ん

と

な

く

落

ち

込

ん

で

い

る

様

子

を

見

て

『

こ

の

ま

ま

で

は

ダ

メ

だ

』

と

ハ

ッ

と

し

ま

し

た

。

高

齢

化

だ

か

ら

こ

そ

私

た

ち

が

住

む

集

落

を

み

ん

な

で

支

え

合

っ

て

、

協

力

し

て

い

こ

う

…
…

そ

ん

な

思

い

に

駆

ら

れ

、

サ

ロ

ン

の

立

ち

上

げ

に

至

り

ま

し

た

。

後

期

高

齢

者

と

な

る

と

、

な

か

な

か

家

か

ら

出

た

が

ら

な

い

こ

と

も

あ

り

ま

す

が

、

声

を

掛

け

合

っ

て

、

き

っ

か

け

を

つ

く

り

『

元

気

で

ね

。

ま

た

再

来

週

会

い

ま

し

ょ

う

ね

』

と

、

安

否

確

認

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

そ

う

や

っ

て

お

互

い

の

状

況

を

話

せ

る

場

と

し

て

コ

ロ

ナ

禍

で

も

立

ち

上

げ

る

こ

と

が

で

き

て

良

か

っ

た

と

思

っ

て

い

ま

す

」

と

語

り

ま

す

。

サ

ロ

ン

活

動

は

、

毎

月

第

２

・

第

４

火

曜

日

の

午

前

中

で

、

女

性

部

等

に

協

力

を

も

ら

い

、

食

事

を

振

舞

っ

た

り

す

る

こ

と

も

あ

る

の

だ

と

か

。

男

性

参

加

者

も

多

く

、

同

自

治

会

の

特

徴

と

も

い

え

る

「

集

落

内

の

各

種

団

体

と

の

連

携

」

の

一

つ

と

し

て

交

流

事

業

が

定

着

し

つ

つ

あ

り

ま

す

。

サ

ロ

ン

で

も

度

々

食

事

提

供

の

協

力

を

し

て

い

る

女

性

部

は

、

自

治

会

の

協

力

団

体

と

し

て

、

独

自

に

事

業

を

計

画

し

て

い

ま

す

。

農

作

業

が

一

段

落

し

た

11

月

に

な

る

と

、

自

治

会

館

を

利

用

し

て

手

芸

教

室

を

開

催

。

干

支

の

ぬ

い

ぐ

る

み

や

タ

ペ

ス

ト

リ

ー

、

キ

ル

テ

ィ

ン

グ

バ

ッ

グ

な

ど

を

製

作

し

、

毎

年

「

曽

慶

地

区

文

化

祭

(

一

関

市

曽

慶

市

民

セ

ン

タ

ー

)

」

に

出

展

し

て

い

ま

す

。

指

導

者

も

自

治

会

員

の

た

め

、

和

気

あ

い

あ

い

と

女

性

陣

の

交

流

の

場

と

も

な

っ

て

い

ま

す

。

「

女

性

部

の

活

動

は

大

変

活

気

が

あ

る

。

通

常

の

サ

ロ

ン

活

動

で

も

焼

き

立

て

の

パ

ン

を

提

供

い

た

だ

い

た

り

、

楽

々

で

の

敬

老

会

は

食

生

活

改

善

推

進

員

に

よ

る

献

立

で

調

理

協

力

を

い

た

だ

い

た

り

と

、

美

味

し

い

食

事

も

参

加

者

の

楽

し

み

の

一

つ

で

も

あ

る

」

と

自

治

会

長

の

佐

藤

さ

ん

。

「

５

年

後

に

は

高

齢

化

率

が

70

％

近

く

に

な

る

の

で

、

既

存

の

活

動

を

含

め

、

何

か

し

ら

検

討

が

必

要

に

な

っ

て

く

る

」

と

、

今

後

の

自

治

会

活

動

の

課

題

を

捉

え

つ

つ

、

「

お

互

い

が

協

力

し

合

い

な

が

ら

『

で

き

る

こ

と

を

で

き

る

範

囲

で

』

を

モ

ッ

ト

ー

に

、

今

後

も

交

流

事

業

を

通

し

て

、

顔

が

見

え

る

環

境

づ

く

り

は

継

続

し

て

い

き

た

い

も

の

で

す

」

と

、

小

さ

な

集

落

だ

か

ら

こ

そ

の

活

動

を

大

切

に

し

て

い

き

ま

す

。

昭

和

40

年

代

頃

に

組

織

さ

れ

た

曽

慶

１

区

自

治

会

は

、

「

上

・

中

・

下

」

の

３

班

に

分

か

れ

る

25

世

帯

(

戸

数

は

24

)

で

、

曽

慶

地

域

の

中

で

も

小

さ

な

自

治

会

で

す

。

「

こ

こ

数

年

で

２

軒

空

き

家

と

な

っ

た

が

、

昔

か

ら

30

戸

に

は

満

た

ず

、

か

え

っ

て

ま

と

ま

り

の

あ

る

集

落

。

だ

か

ら

こ

そ

、

自

治

会

組

織

の

あ

り

方

も

事

業

も

無

理

の

な

い

範

囲

で

」

と

語

る

の

は

、

自

治

会

長

の

佐

藤

寿

幸

さ

ん

で

す

。

自

治

会

の

事

業

は

役

員
(

会

長

、

副

会

長

、

事

務

局

(

会

計

・

庶

務

)
)

で

企

画

運

営

し

ま

す

が

、

集

落

内

の

既

存

団

体

(

女

性

部

、

１

区

自

治

会

サ

ロ

ン

「

楽

々

」

、

消

防

団

等

)

が

自

治

会

協

力

団

体

と

し

て

関

わ

っ

て

い

る

た

め

、

必

要

に

応

じ

て

各

協

力

団

体

の

意

見

を

聞

い

た

り

、

役

員

会

に

出

席

し

て

意

見

を

述

べ

て

も

ら

う

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

す

。「

集

落

内

は

、

65

歳

以

上

が

31

名

で

高

齢

化

率

は

51

％

(

令

和

５

年

12

月

末

時

点

)

。

役

員

を

担

う

世

代

(

60

代

～

70

代

)

が

ほ

と

ん

ど

で

、

か

つ

、

戸

数

は

も

と

も

と

少

な

い

。

だ

か

ら

、

一

人

ひ

と

り

が

役

割

を

持

ち

、

お

互

い

協

力

し

合

え

る

体

制

が

脈

々

と

受

け

継

が

れ

て

き

て

い

る

の

で

し

ょ

う

」

と

続

け

ま

す

。

同

自

治

会

の

事

業

は

４

月

の

お

花

見

会

に

始

ま

り

、

５

月

～

10

月

の

花

壇

整

備

・

道

路

清

掃

活

動

・

県

道

草

刈

り

、

11

月

の

日

帰

り

温

泉

旅

行

、

１

月

の

新

年

会

、

３

月

の

総

会

で

一

区

切

り

。

コ

ロ

ナ

禍

で

は

、

お

花

見

会

や

日

帰

り

温

泉

旅

行

、

新

年

会

と

飲

食

を

伴

う

交

流

は

控

え

、

花

壇

整

備

や

環

境

整

備

活

動

の

み

を

継

続

し

て

き

ま

し

た

。

し

か

し

、

高

齢

者

等

が

「

家

か

ら

出

る

」

こ

と

が

極

端

に

少

な

く

な

り

、

小

さ

な

集

落

で

も

「

顔

が

見

え

な

い

」

日

々

。

不

安

を

感

じ

た

役

員

等

が

話

し

合

い

を

重

ね

、

一

関

市

が

推

奨

し

て

い

る

「

百

歳

体

操

」

を

令

和

３

年

４

月

か

ら

自

治

会

と

し

て

取

り

組

む

こ

と

に

し

ま

し

た

。

３

か

月

ほ

ど

継

続

す

る

と

、

「

せ

っ

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

自治会長自治会長自治会長自治会長

佐藤佐藤佐藤佐藤 寿幸寿幸寿幸寿幸さんさんさんさん

２期３年目。35年前に

御縁があって静岡県か

ら大東町曽慶に。４期

８年、事務局(会計・

庶務)として自治会に

携わってきました。

佐藤佐藤佐藤佐藤 としとしとしとし子子子子さんさんさんさん

２期３年目。サロン

「楽々」の立ち上げ時

のきっかけをつくり、

声を掛け合い、みんな

で協力することを大事

にしています。

曽慶１区自治会

５６

小小小小

さ

な

さ

な

さ

な

さ

な

集

落

集

落

集

落

集

落

のののの

交

流

活

動

交

流

活

動

交

流

活

動

交

流

活

動

はははは

安

否

確

認

安

否

確

認

安

否

確

認

安

否

確

認

のののの

一一一一

つつつつ

各

種

団

体

と

の

連

携

で

無

理

の

な

い

事

業

を

- Photo gallery -gallery -

見

事

見

事

見

事

見

事

なななな

手

芸

手

芸

手

芸

手

芸

でででで

魅

了

魅

了

魅

了

魅

了

女

性

部

の

手

芸

は

集

落

の

自

慢

の

一

つ

。

昨

年

の

文

化

祭

に

は

四

季

折

々

の

タ

ペ

ス

ト

リ

ー

と

干

支

(

兎

)

の

ぬ

い

ぐ

る

み

を

出

展

し

ま

し

た

。

自

治

会

自

治

会

自

治

会

自

治

会

サ

ロ

ン

サ

ロ

ン

サ

ロ

ン

サ

ロ

ン

「「「「

楽

々

楽

々

楽

々

楽

々

」」」」

対

象

者

31

名

中

16

名

が

常

時

参

加

。

「

百

歳

体

操

」

の

ほ

か

、

季

節

行

事

や

勉

強

会

、

食

事

会

な

ど

を

企

画

し

、

楽

し

い

ひ

と

時

を

共

有

し

ま

す

。

自

治

会

草

刈

作

業

自

治

会

草

刈

作

業

自

治

会

草

刈

作

業

自

治

会

草

刈

作

業

全

世

帯

が

協

力

的

に

参

加

す

る

草

刈

り

作

業

。

市

道

周

辺

、

農

道

、

花

壇

周

辺

、

防

火

用

水

設

置

場

所

な

ど

、

分

担

し

て

作

業

に

あ

た

っ

て

い

ま

す

。

１１１１

区

自

治

会

花

壇

区

自

治

会

花

壇

区

自

治

会

花

壇

区

自

治

会

花

壇

班

単

位

で

作

業

す

る

自

治

会

花

壇

。

市

が

開

催

す

る

「

花

い

っ

ぱ

い

コ

ン

ク

ー

ル

」

に

毎

年

参

加

し

奨

励

賞

、

教

育

長

賞

も

受

賞

し

て

い

ま

す

。

地域

紹介

曽慶曽慶曽慶曽慶１１１１区自治会区自治会区自治会区自治会((((曽慶曽慶曽慶曽慶))))

行政区は渋民１区。25世帯61人(３班体制)

が暮らす。曽慶地域の中で最も世帯数・人口

ともに少ない中山間集落。環境部と納税部

(市から委託される環境整備や納税事務等の

受け皿)以外の部会は設けず、自治会内の各

種団体と協力・連携しながら進めている。

交

流

事

業

の

定

着

で

一

層

深

ま

る

協

力

の

和

農

閑

期

は

元

気

な

女

性

陣

が

自

治

会

館

に

集

う

さとう ひさゆき さとう としこ

Ａ.結束力 Ａ.みんなの輪と和を大切に‼

左の写真：サロンで開催した敬老会にて、敬老者のみ

なさん(令和５年実施)

副会長副会長副会長副会長

大東



「

高

気

密

・

高

断

熱

・

高

耐

震

」

の

家

づ

く

り

に

こ

だ

わ

り

を

持

つ

株

式

会

社

奈

々

ホ

ー

ム

。

一

代

で

築

き

上

げ

た

千

葉

正

樹

さ

ん

は

、

曾

祖

父

・

祖

父

・

父

と

三

代

に

わ

た

っ

て

大

工

職

人

の

家

系

で

、

「

い

つ

か

自

分

も

大

工

と

し

て

家

を

建

て

た

い

」

と

将

来

像

を

描

き

、

高

校

卒

業

後

に

父

の

も

と

で

修

業

を

重

ね

、

平

成

23

年

に

独

立

、

「

奈

々

屋

」

を

創

業

し

ま

す

。

大

工

と

し

て

現

場

に

立

つ

傍

ら

、

二

級

建

築

士

の

資

格

を

取

得

し

、

「

昔

な

が

ら

の

日

本

の

家

づ

く

り

の

技

法

を

活

か

し

つ

つ

、

住

み

続

け

る

人

々

(

家

族

)

が

快

適

な

生

活

を

育

む

た

め

の

住

ま

い

づ

く

り

と

は

何

か

？

」

を

模

索

す

る

中

で

、

現

在

の

こ

だ

わ

り

で

あ

る

「

高

気

密

・

高

断

熱

・

高

耐

震

」

の

家

づ

く

り

に

た

ど

り

着

き

ま

す

。

そ

ん

な

同

社

の

目

標

は

「

一

関

市

の

既

存

住

宅

を

全

て

高

断

熱

の

省

エ

ネ

住

宅

に

す

る

」

こ

と

。

「

家

の

中

の

温

度

差

が

原

因

で

起

こ

る

ヒ

ー

ト

シ

ョ

ッ

ク

は

、

交

通

事

故

で

の

死

亡

者

数

の

約

７

倍

と

言

わ

れ

て

お

り

、

特

に

昔

な

が

ら

の

日

本

家

屋

は

大

工

技

術

が

活

か

さ

れ

た

造

り

に

は

な

っ

て

い

る

も

の

の

、

当

時

は

高

断

熱

と

い

う

技

術

が

乏

し

か

っ

た

た

め

、

断

熱

材

が

使

用

さ

れ

て

い

な

い

(

無

断

熱

)

、

も

し

く

は

、

使

用

さ

れ

て

い

て

も

満

足

な

量

で

は

な

い

場

合

が

ほ

と

ん

ど

で

、

高

齢

化

が

進

む

一

関

に

お

い

て

は

突

然

死

を

招

き

、

人

口

減

少

の

加

速

に

も

繋

が

る

の

で

は

」

と

懸

念

し

て

い

ま

す

。

同

社

は

新

築

や

リ

フ

ォ

ー

ム

に

限

ら

ず

、

「

高

気

密

・

高

断

熱

・

高

耐

震

」

に

関

す

る

国

の

補

助

金

制

度

な

ど

情

報

発

信

や

相

談

窓

口

の

強

化

に

も

努

め

、

よ

り

多

く

の

方

に

実

際

に

体

感

し

て

も

ら

お

う

と

令

和

５

年

に

新

事

務

所

を

開

所

し

ま

し

た

。

令

和

５

年

に

開

所

し

た

新

事

務

所

は

、

約

40

年

前

に

千

葉

さ

ん

の

祖

父

が

大

工

と

し

て

手

掛

け

た

物

件

。

「

こ

れ

を

壊

し

て

建

て

直

す

の

で

は

な

く

、

進

歩

し

た

今

の

技

術

を

用

い

る

こ

と

で

、

建

物

を

再

生

し

た

い

」

と

い

う

思

い

が

込

め

ら

れ

た

事

務

所

で

す

。

事

務

所

に

は

レ

ン

タ

ル

ス

ペ

ー

ス

(

交

流

ス

ペ

ー

ス

)

を

併

設

し

、

「

曾

祖

父

の

代

か

ら

地

場

産

業

と

し

て

お

世

話

に

な

っ

て

い

る

の

で

、

地

域

住

民

の

み

な

さ

ん

が

集

い

交

流

で

き

る

よ

う

な

事

務

所

を

つ

く

り

、

地

域

に

恩

返

し

が

し

た

い

」

と

い

う

千

葉

さ

ん

の

夢

を

実

現

し

ま

し

た

。

レ

ン

タ

ル

ス

ペ

ー

ス

は

、

サ

ー

ク

ル

活

動

や

企

業

の

会

議

等

、

利

用

回

数

は

増

え

て

お

り

、

最

近

で

は

「

親

戚

で

集

ま

り

た

い

け

れ

ど

、

大

勢

が

集

ま

れ

る

広

い

ス

ペ

ー

ス

が

な

い

の

で

レ

ン

タ

ル

ス

ペ

ー

ス

を

借

り

た

い

」

と

い

う

申

し

込

み

も

あ

っ

た

の

だ

と

か

。

ま

た

、

月

に

１

回

「

ワ

ン

コ

イ

ン

イ

ベ

ン

ト

」

を

企

画

し

、

同

時

に

住

ま

い

に

関

す

る

相

談

会

や

勉

強

会

も

開

催

し

て

い

ま

す

。

レ

ン

タ

ル

ス

ペ

ー

ス

、

ワ

ン

コ

イ

ン

イ

ベ

ン

ト

と

も

に

、

新

築

や

リ

フ

ォ

ー

ム

な

ど

の

話

だ

け

で

は

な

く

、

「

遊

び

に

来

て

も

ら

い

た

い

」

と

い

う

思

い

が

詰

ま

っ

て

い

ま

す

。

「

春

と

秋

に

は

駐

車

場

も

含

め

て

一

日

マ

ル

シ

ェ

も

実

施

し

ま

す

。

多

く

の

方

に

、

『

一

関

に

こ

ん

な

会

社

が

あ

る

ん

だ

』

と

い

う

こ

と

を

知

っ

て

も

ら

え

る

と

嬉

し

い

」

と

千

葉

さ

ん

。

次

の

ス

テ

ッ

プ

は

「

大

工

の

若

手

継

承

者

を

育

成

す

る

こ

と

」

と

、

挑

戦

は

続

き

ま

す

。

一関

７

企業

紹介
新築・リフォームのほか、住まいに関する様々な相談に対応。代々大工職人

の家系から、平成23年、個人事業所の「奈々屋」を経て、平成29年に法人化。

「これからの住まいづくりをともに考えられる、地域に根差した場所であり続

けたい」と、令和５年に現住所に事務所を構え、同時に「地域住民の交流の場

づくり」という視点から事務所内に「レンタルスペース」もオープン。事務所

内では、月に一度の「ワンコインイベント」を企画し、同時に家づくりに関す

る相談会も実施。伝統的な日本家屋の歴史の中で培われてきた技術を活かしな

がら、「新しい日本の家づくり」を提案し、情報発信にも力を入れています。

先達先達先達先達のののの職人技職人技職人技職人技にににに、、、、時代時代時代時代にににに合合合合わせたわせたわせたわせた技術技術技術技術をををを重重重重ねねねね、、、、再生再生再生再生へへへへ

実

際

に

見

て

触

れ

て

、

体

感

を

１

同社新事務所の外観。広い駐

車場も利用可能

DATA

〒021-0001

一関市新町３-15

TEL 0191-78-2875

FAX 0191-78-0676

URL http://www.nana-home.co.jp/

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第61616161話話話話

今月のテーマ

14.5帖のレンタルスペース。

断熱材断面模型の説明をする代

表取締役の千葉正樹さん

所属意識の低下がまねくもの所属意識の低下がまねくもの所属意識の低下がまねくもの所属意識の低下がまねくもの

地域企業の理念にせまります。

８

夢

を

実

現

。

更

な

る

ス

テ

ッ

プ

へ

地域運営の落とし穴
看板を背負うのは時代遅れなのか？

２

３

45
株式会社奈々ホーム

人口減少は確かに進んでいますが、減少状況に地域差があることも事実。もともと人が多かった地域と少な

かった地域では、いまの人口量に大きな差が生じています。そして、人が少ない地域をフォーカスし、より人口

減少の深刻化を煽るような報道も……。

それに対して、‘まちなか(まちば)’は「人がいるから、まだ大丈夫」と思われがちですが、いやいや、そん

なことはありません。大都会でも自分の身は自分で守らなければいけない時代。むしろ自分の身を守るためには、

地域との関係性を構築(人を知る、区費や会費を払うなど共助システム)しなければいけない、……そんなことが

話題に出たワークショップがありました。

移住者だけが新住民ではなく、新築等の理由で近隣から転居してきた人も新住民であり、新住民は、その地域

のことを知りません。知らないから、地域のどんな事業に自分が参加するべきなのかもわかりません。地域行事

に参加したとしても、その地域の歴史やプライド、こだわりを知らないため、一緒に白熱することができません。

いわゆる‘‘‘‘地域地域地域地域のののの看板看板看板看板’’’’をををを背負背負背負背負うううう人人人人が少なくなっています。

「昔は、こうだったのにな～」

それは、地域でなされていることの意義を知っているから、一緒に頑張れた、盛り上がれたのであって、目標

が共通認識になっていたからでしょう。インフラや娯楽が今の時代のように充実していない時代は、自分たちで

楽しむ目標を立て、工夫を重ねてきましたが、今の人に「来ない？」「参加しない？」と言っても、「参加する

理由がわからない」というのが本音。元々その地に暮らす同居家族でもあれば、それなりに家族内で話題になっ

たりして記憶に残っていたりするものの、新住民となると、聞く機会がないため、知らないのが当たり前ですよ

ね。伝えることって重要だなと実感します。

‘地域の看板’を背負う人・機会の減少だけではなく、少子化により、‘‘‘‘学校学校学校学校のののの看板看板看板看板をををを背負背負背負背負ってってってって立立立立つつつつ’’’’という

機会も減ってきていています。子どもと地域の関わりとして、課題のナンバーワンに出てくる「スポ少」や「部

活動」も、少子化により、一校で完結することが困難になってきており、合同チームに。「部活動の地域移行」

という制度の改正もあり、子どもたちの学校生活においても「「「「所属意識所属意識所属意識所属意識」」」」の低下が進むのではないかと不安視し

ています。

学校ですら所属意識を醸成できなくなってしまうと、子どもたちがいずれ社会に出て、仕事に就いた時、職場

の所属意識もなくなってしまうのではないでしょうか。今でさえ職場行事への参加率の低下が課題となっており、

近い将来、コミュニケーションの姿は、どんな変容を遂げているのでしょうか……。地域と職場は、場所は違え

ど、同じ「「「「コミュニケーションのコミュニケーションのコミュニケーションのコミュニケーションの低下低下低下低下」」」」という課題を抱えているのです。

「個の時代」と言われる今ですが、社会が個を助長しているような気がしてなりません。‘一人の時間が好き

です’という「個」と、‘孤立’の「個」では、「支えられている」という安心感の差があると考えています。

つかず離れずの関係でもいいから、ごごごご近所付近所付近所付近所付きききき合合合合いやいやいやいや職場内職場内職場内職場内コミュニケーションはコミュニケーションはコミュニケーションはコミュニケーションは、、、、一人一人一人一人ひとりがひとりがひとりがひとりが大切大切大切大切にしてほにしてほにしてほにしてほ

しいしいしいしいものです。そのためには、誰かがおおおお節介役節介役節介役節介役を努め、間間間間をををを取取取取りりりり持持持持つつつつ中間機能中間機能中間機能中間機能

をををを担担担担うううう存在存在存在存在が、これからの時代には必要になっています。

一関市狐禅寺市民センターで今年１月
に開催された「冬休みお楽しみ会」。
行政区毎の子ども会活動が難しくなっ
たため、狐禅寺地区で「わくわく子ど
も会」を設立。狐禅寺にちなんだネタ
を盛り込んだ「ジャンボかるた」は、
所属意識の醸成につながる…はず…！

※

１

※

２

※

１

利

用

料

等

詳

細

は

本

誌

裏

表

紙

「

お

し

ら

せ

」

参

照

※

２

参

加

費

５

０

０

円

、

定

員

10

名

住民にとって当たり前になっていること……‘地域内を歩いてみる’とか、

‘広報の内容を工夫してみる’など、これまではこれまではこれまではこれまでは考考考考えなくてもえなくてもえなくてもえなくても良良良良かったかったかったかった‘‘‘‘あえあえあえあえ

てててて’’’’のことをのことをのことをのことを、、、、これからはこれからはこれからはこれからは丁寧丁寧丁寧丁寧にしていくにしていくにしていくにしていく「「「「原点回帰原点回帰原点回帰原点回帰」」」」のタイミングにのタイミングにのタイミングにのタイミングに差差差差しししし掛掛掛掛

かったかったかったかったのでしょう。

地域の新旧問わず、それぞれの看板を背負うのは「「「「地域性地域性地域性地域性のののの継承継承継承継承」」」」であり、

‘‘‘‘時代遅時代遅時代遅時代遅れれれれ’’’’ではないではないではないではないと信じています。だって、甲子園では地元代表校を応援

し、オリンピック等では日本代表を応援するように、‘‘‘‘看板看板看板看板をををを背負背負背負背負っているっているっているっている人人人人

をををを応援応援応援応援するエネルギーするエネルギーするエネルギーするエネルギー’’’’はははは、、、、失失失失われていないわれていないわれていないわれていないのだから。



センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
85858585

当誌2023年11・12月号で取り上げた「二関村」。その地名の由来には「関所」や

「関塞」にちなむ説と「堰」にちなむ説とがあり、実際に地名が「堰」で表記されて

いた時代もありました。そして実は「「「「堰堰堰堰」」」」にちなむにちなむにちなむにちなむ説説説説のののの方方方方がががが有力有力有力有力という話が……。こ

こで言う「堰」とは何なのか？その調査結果とともに、調査過程で整理した当地域に

おける「「「「用水堰用水堰用水堰用水堰」」」」の歴史や仕組み、特徴などから、先人たちの暮らしや知恵を学びま

す。 ※記載内容はあくまでも当センター独自調査の結果です。

10 ９

当地域にはどれくらいの「堰」があるのか、その実態を把握しよ

うとした我々がぶつかった壁が「堰」の定義。一般的には「農業用

水等の水を取水するために、河川を横断して水位を制御する施設」

とされ、取水施設そのものを指すようですが、当地域においては、

そこから水田までをつなぐ水路を「堰」と呼ぶことも。そうした事

情も含め、整理してみました。

「堰」「堰」「堰」「堰」の当地域事情をの当地域事情をの当地域事情をの当地域事情を

深堀りしてみた深堀りしてみた深堀りしてみた深堀りしてみた

■■■■

「「「「

堰堰堰堰

」」」」

はははは

何何何何

をををを

指指指指

すすすす

？？？？

「

堰

」

と

い

う

漢

字

は

「

土

等

を

積

ん

で

水

の

流

れ

を

せ

き

と

め

る

も

の

」

を

意

味

し

ま

す

。

現

代

で

い

う

「

堰

」

は

そ

ん

な

簡

素

な

も

の

で

は

な

く

、

「

頭

首

工

」

「

取

水

堰

」

な

ど

、

農

業

用

水

等

の

水

を

河

川

か

ら

得

る

た

め

の

、

河

川

の

水

位

を

制

御

す

る

施

設

や

、

そ

こ

か

ら

続

く

用

水

路

を

指

す

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

そ

ん

な

「

堰

」

が

地

名

の

由

来

に

な

る

と

い

う

の

は

ど

う

い

う

こ

と

か

？

通

説

と

し

て

、

①①①①

用

水

堰

開

削

用

水

堰

開

削

用

水

堰

開

削

用

水

堰

開

削

にににに

由

来

由

来

由

来

由

来

す

る

す

る

す

る

す

る

、

②②②②

北

上

川

北

上

川

北

上

川

北

上

川

のののの

氾

濫

氾

濫

氾

濫

氾

濫

を

せ

き

を

せ

き

を

せ

き

を

せ

き

止止止止

め

る

た

め

の

め

る

た

め

の

め

る

た

め

の

め

る

た

め

の

堰堰堰堰

にににに

由

来

由

来

由

来

由

来

す

る

す

る

す

る

す

る

、

と

い

う

２

つ

が

見

ら

れ

ま

す

。

①

に

つ

い

て

は

、

「

一

関

地

方

を

広

く

灌

漑

し

て

い

る

照

井

堰

に

ち

な

み

」

と

記

載

さ

れ

て

い

る

も

の

も

。

②

に

つ

い

て

は

、

一

関

・

二

関

・

三

関

村

が

面

す

る

の

は

磐

井

川

で

あ

り

、

北

上

川

に

合

流

す

る

前

に

水

位

を

制

御

す

る

た

め

の

何

か

し

ら

の

策

を

打

っ

た

場

所

と

解

釈

す

れ

ば

、

可

能

性

は

あ

り

ま

す

。

実

は

当

初

、

②

の

説

の

存

在

を

知

ら

ず

、

①

の

検

証

を

す

る

た

め

に

、

照

井

堰

を

含

め

た

当

地

域

に

お

け

る

用

水

堰

の

歴

史

や

仕

組

み

ば

か

り

を

調

査

し

て

い

た

我

々

。

用

水

堰

に

つ

い

て

の

情

報

は

得

た

も

の

の

、

そ

れ

ら

の

情

報

と

、

一

関

・

二

関

・

三

関

の

立

地

や

、

地

名

が

発

生

す

る

時

代

背

景

と

が

な

か

な

か

リ

ン

ク

せ

ず

、

行

き

詰

っ

て

い

ま

し

た

。

そ

ん

な

中

に

知

っ

た

の

が

②

の

説

。

磐磐磐磐

井

川

井

川

井

川

井

川

のののの

上

流

側

上

流

側

上

流

側

上

流

側

か

ら

か

ら

か

ら

か

ら

順順順順

にににに
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関

村

一

関

村

一

関

村

一

関

村
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二

関

二

関

二

関

二

関

村村村村
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三

関

村

三

関

村

三

関

村

三

関

村

とととと

立

地

立

地

立

地

立

地

し

て

お

り

、

か

つ

、

一

関

村

に

は

江

戸

時

代

に

入

っ

て

も

人人人人

のののの

住住住住

ま

な

い

ま

な

い

ま

な

い

ま

な

い

沼

地

沼

地

沼

地

沼

地

が

存

在

し

て

い

ま

し

た

。

そ

う

し

た

場

所

が

堰

で

水

流

を

変

え

た

(

逃

が

し

た

)

場

所

で

あ

っ

た

可

能

性

も

あ

り

、

そ

れ

ら

の

「

堰

」

が

「「「「

一一一一

ノノノノ

堰堰堰堰

」」」」

「「「「

二二二二

ノノノノ

堰堰堰堰

」」」」

「「「「

三三三三

ノノノノ

堰堰堰堰

」」」」

と

呼

称

さ

れ

、

地

名

に

発

展

し

て

い

っ

た

と

い

う

の

は

、

あ

り

得

る

気

も

し

ま

す

。

と

は

言

え

、

①

に

つ

い

て

、

様

々

調

査

を

行

い

ま

し

た

の

で

、

当

地

域

に

お

け

る

「

用

水

堰

」

と

我

々

の

暮

ら

し

と

の

関

係

性

に

つ

い

て

、

ご

紹

介

し

ま

す

。

当

地

域

に

お

い

て

用

水

堰

と

言

え

ば

「「「「

照

井

堰

照

井

堰

照

井

堰

照

井

堰

」」」」

を

あ

げ

る

人

が

多

い

で

し

ょ

う

。

照

井

堰

は

奥

州

藤

原

時

代

奥

州

藤

原

時

代

奥

州

藤

原

時

代

奥

州

藤

原

時

代

・・・・

藤

原

秀

藤

原

秀

藤

原

秀

藤

原

秀

衡衡衡衡

のののの

家

臣

家

臣

家

臣

家

臣

で

あ

る

で

あ

る

で

あ

る

で

あ

る

照

井

太

郎

高

春

照

井

太

郎

高

春

照

井

太

郎

高

春

照

井

太

郎

高

春

に

よ

る

開

削

開

始

に

始

ま

り

、

そ

の

後

長

い

年

月

を

経

て

灌

漑

さ

せ

て

い

ま

す

。

照

井

堰

が

当

地

域

に

お

け

る

最

も

古

い

堰

の

よ

う

に

思

わ

れ

が

ち

で

す

が

、

「

水

田

の

た

め

の

堰

」

は

、

日

本

全

土

で

見

れ

ば

、

水

田

水

田

水

田

水

田

にににに

取

水

取

水

取

水

取

水

す

る

た

め

の

す

る

た

め

の

す

る

た

め

の

す

る

た

め

の

小

渓

流

小

渓

流

小

渓

流

小

渓

流
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のののの

原

形

原

形

原

形

原

形
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は

弥

生

時

代

弥

生

時

代

弥

生

時

代

弥

生

時

代

に

は

見

ら

れ

る

と

言

い

、

古

墳

時

代

古

墳

時

代

古

墳

時

代

古

墳

時

代

に

は

す

で

に

堰

的

堰

的

堰

的

堰

的

なななな

も

の

が

も

の

が

も

の

が

も

の

が

構

築

構

築

構

築

構

築

さ

れ

始

め

て

い

る

(

木

杭

を

合

掌

式

に

組

み

合

わ

せ

て

隙

間

に

粘

土

や

礫

を

詰

め

る

こ

と

で

河

川

の

水

位

を

堰

上

げ

る

構

造

の

堰

等

)

よ

う

で

す

。

律

令

制

国

家

体

制

が

整

備

さ

れ

、

公

地

公

民

の

制

、

班

田

収

授

法

に

よ

り

、

農

民

は

与

え

ら

れ

た

土

地

で

稲

作

を

行

い

、

国

家

に

納

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

く

な

り

、

用

水

確

保

の

必

要

性

は

高

ま

っ

て

い

き

ま

す

。

７

世

紀

頃

に

は

、

仏

教

と

と

も

に

、

溜

池

溜

池

溜

池

溜

池

築

造

築

造

築

造

築

造

のののの

技

術

技

術

技

術

技

術

が

大

陸

か

ら

伝

わ

り

、

耕

地

開

発

の

た

め

の

河

川

河

川

河

川

河

川

へ

の

へ

の

へ

の

へ

の

堤

防

築

堤

堤

防

築

堤

堤

防

築

堤

堤

防

築

堤

も

朝

廷

か

ら

発

布

さ

れ

ま

す

。

７

４

３

年

、

墾

田

永

年

私

財

法

墾

田

永

年

私

財

法

墾

田

永

年

私

財

法

墾

田

永

年

私

財

法

が

定

め

ら

れ

る

と

、

寺

社

・

貴

族

・

地

方

豪

族

な

ど

が

積

極

的

積

極

的

積

極

的

積

極

的

にににに

開

墾

開

墾

開

墾

開

墾

を

進

め

(

＝

私

有

地

の

拡

大

)

、

荘

園

荘

園

荘

園

荘

園

にににに

発

展

発

展

発

展

発

展

し

て

い

き

ま

す

。

そ

の

20

年

前

に

発

令

し

た

「

三

世

一

身

法

」

は

、

口

分

田

と

は

別

に

、

新新新新

し

い

し

い

し

い

し

い

用

水

路

用

水

路

用

水

路

用

水

路

をををを

作作作作

っ

て

っ

て

っ

て

っ

て

土

地

土

地

土

地

土

地

をををを

開

墾

開

墾

開

墾

開

墾

し

た

者

は

、

三

世

代

先

ま

で

土

地

の

所

有

が

認

め

ら

れ

る

と

い

う

法

で

し

た

。

つ

ま

り

、

用

水

路

用

水

路

用

水

路

用

水

路

のののの

開

削

開

削

開

削

開

削

は

、

そ

の

規

模

の

大

小

は

あ

れ

、

小

河

川

や

溜

池

に

よ

る

用

水

確

保

と

と

も

に

、

奈

良

時

代

奈

良

時

代

奈

良

時

代

奈

良

時

代

に

は

に

は

に

は

に

は

推

奨

推

奨

推

奨

推

奨

さ

れ

て

い

る

の

で

す

。

で

は

、

当

地

域

に

お

い

て

は

ど

う

だ

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

。

左

頁

で

詳

し

く

見

て

い

き

ま

す

。
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用

水

堰

用

水

堰
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堰
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水
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歴
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歴

史

歴

史

北上川

磐井川

一

関

村

二

関

村

三

関

村

当地域における中世の水田事情当地域における中世の水田事情当地域における中世の水田事情当地域における中世の水田事情

奥州藤原氏が平泉文化を形成した頃には、当地域でも水田開発が

進んでいるものと思われますが、どの時代に、どこに、どれくらい

の水田があったのかというのは、わかりません。鎌倉時代に描かれ

たとされる骨寺村(現一関市本寺)の絵図には、湧水・沢を利用する原

初的な田、土木技術によって取水する田等が記載されており、その

頃には自然の水源を利用しての取水だけでなく、土木技術を用い

た水田がある程度あったのではないかと推測します。

とは言え、当地域の江戸時代の絵図を見ていくと、水田の多くは、小規模河川や沢と思われるもの

の付近に存在し、現在のように平地に広がる水田というものは見受けられませんでした。北上盆地(平

野)は「溜池が多く築造され、著しい溜池地帯を形成している」ことが注目すべき点だとしている文献

もあり、実際、上記沢などの付近には溜池らしき描画も。当地域においては、小規模河川や沢からの

取水に溜池を組み合わせて、農業用水の安定供給を担っていたようです。

※写真のような山を切り開いた大規模な棚田については、江戸時代以降の開発が多い。

※水田開発が難しい土地では畑としての活用が多く、稗や粟、豆などの栽培をしていた。

疑問①
当地域で、小規模河川や沢を利用した水田ではなく、「堰」的な技術が用いられるようになったのはいつ頃からなの？

古いとされる「照井堰」は、1174年に計画され、1185年開削、灌漑したのが1208年とありますが、伝説的な部分も大きいと

されます。現在の「大江堰」の一部である厳美町猪岡地内の穴堰は1195年に開かれ、その後徐々に開削が進められ、1493年に

中里地内まで灌漑します。最終的に現在のような照井堰の水路体系ができたのは1660年頃とのこと。

東山町の「松川堰(猊鼻渓の船下り場付近)」の前身となる堰は、1770年に灌漑するなど、現在の堰の基礎となるものは、江

戸時代にはできていたのではないでしょうか。

疑問②
当地域には、どれくらいの数の「堰(≒農業用水路)」があるの？

「堰」の定義にもよりますが、「水田用の用水路」を「堰」とした場合、集落等

で組織する「水利組合」などが所管するものも多いため、土地改良区や土木セン

ター等でも把握していません。

なお「〇〇堰」という水路は、昭和以降は「用水路」、現在は「幹線用水路(パイ

プライン)」という呼び方で作られています。

疑問③
それらの「堰」は誰がどうやって管理しているの？

例えば、「照井堰」の場合、行政管理から始まり、「照井堰普通水利組合」の管理に代わり、土地改良法の施行により「照

井土地改良区」の所管となりました。維持管理にあたっては、当該地域で水稲栽培を行う農家からの会費で運営費や修繕費等

を賄っています。

集落単位で水利組合を組織していた地域でも、土地改良法によって土地改良区が設置され、そうした組織の所管となった堰

もある一方、任意団体のまま維持管理し続けている堰もあります。この違いには「水利権」が関係します。

「水利権」は、法律上の権利ではなく、水を利用する権利として、従来より定着した呼び方であり、水利権について規定し

ている「河川法」の中にはこの言葉は出てきません。「河川法」では、「河川の流水は、私権の目的となることができない」

とした上で、「河川の流水を占用しようとする者は、国土交通省令で定めるところにより、河川管理者の許可を受けなければ

ならない」と定めています。この時、許可を要するのは、取水だけでなく、河川水の貯留も含まれます。

当地域を流れる磐井川や北上川にも「河川法」が適用されますが、河川法上の河川でない普通河川や溜池からの取水、地

下水(取水による河川への影響が明らかに認められるものは除く)の取水は水利権の対象となっていないことから、小規模河川

や沢、溜池から取水した堰(水路)については、任意の水利組合組織で賄っていけるのです。逆に、河川法上の許可を必要とす

る川から取水する堰の場合は、組合制度(≒土地改良区)での運用が必要です。

■当地域における土地改良区

＜西磐井エリア＞

照井土地改良区／真打堰土地改良区／市野々土地改良区／須川土地改良区／

富沢土地改良区／金流川沿岸涌津土地改良区／夏川沿岸土地改良区／

内之目土地改良区／花泉土地改良区／

＜東磐井エリア＞

一関東部土地改良区／藤沢土地改良区

疑問④
東磐井地域に土地改良区が少ないのはなぜ？

大東地域は溜池利用が多く、室根地域は沢

からの取水が多いなど、地形的要因が関係し

ます。西磐井地域は平野部が比較的多いため、

河川からの取水と大規模な用水路の開削が水

田開発には必要でした。

※参考文献等は当センターＨＰにてご紹介します。 次号では「照井堰」をピックアップします！

▲東山町の松川堰。砂鉄川から取水し

ています(向かって右側が取水した堰)。

金山棚田(一関市舞川) 山吹棚田(大東町大原)

百閒堤／有切棚田(室根町津谷川)

か

ん

が

い


